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何の重力量子の数を数えると、５次元超対称 SU(N) ゲージ理論の摂動項が再現されます。この結果はゲージ/重力対
応の一つの検証と考えられます。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 超弦理論はゲージ場だけでなく、重力を含む量子論として唯一、整合性のある理論である。弦には開いた弦と閉じ
た弦があるが、この二つの種類の弦の理論の間には双対性があることが知られている。低エネルギーでは、この双対
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